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【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月1日(2008.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューインガム成分を含む非粘着性チューインガムであって、
　該チューインガムが、少なくとも１種類のエラストマーと、少なくとも１種類の樹脂と
を含み、
　前記少なくとも１種類の樹脂が、少なくとも１種類の合成ホモポリマー樹脂を含み、
　前記合成ホモポリマーが生分解性であり、
　該チューインガムの前記合成ホモポリマーの量が、該チューインガムの約１／２重量％
～６０重量％である、非粘着性チューインガム。
【請求項２】
　前記チューインガムの前記合成ホモポリマーの量が、該チューインガムの約２重量％～
５０重量％である、請求項１に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３】
　前記合成ホモポリマーが樹脂状である、請求項１又は２に記載の非粘着性チューインガ
ム。
【請求項４】
　前記合成ホモポリマーが、ポリエステルポリマーを含む、請求項１～３のいずれか１項
に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項５】
　前記ポリエステルポリマーが、環状モノマーの開環重合によって得られる、請求項１～
４のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項６】
　前記少なくとも１種類のホモポリマーが、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド）及びポリグリコリ
ドの群から選択される、請求項１～５のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項７】
　前記少なくとも１種類のホモポリマーが、ポリ（Ｄ，Ｌ－ラクチド）の群から選択され
、前記Ｄ－乳酸モノマーとＬ－乳酸モノマーとの比率が、約１：１０～１０：１である、
請求項１～６のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項８】
　前記ホモポリマーが、少なくとも１種類の二官能性アルコール若しくは多官能性アルコ
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ール又はその誘導体と、少なくとも１種類の二官能性酸若しくは多官能性酸又はその誘導
体との反応により生成されるポリエステルを含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の
非粘着性チューインガム。
【請求項９】
　前記ホモポリマーが、少なくとも１種類の二官能性ヒドロキシカルボン酸若しくは多官
能性ヒドロキシカルボン酸又はその誘導体の縮合反応により生成されるポリエステルを含
む、請求項１～８のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１０】
　前記少なくとも１種類のホモポリマーが、１．１～２０のＰＤを有する、請求項１～９
のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１１】
　前記ホモポリマーが、２０℃を超えるガラス転移温度（Ｔｇ）を有する、請求項１～１
０のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１２】
　前記少なくとも１種類の樹脂の分子量が、４００，０００ｇ／ｍｏｌ（Ｍｎ）未満であ
る、請求項１～１１のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１３】
　前記少なくとも１種類の樹脂の分子量が、５００ｇ／ｍｏｌ（Ｍｎ）～６０，０００ｇ
／ｍｏｌ（Ｍｎ）の範囲内である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の非粘着性チュ
ーインガム。
【請求項１４】
　前記チューインガムの約２重量％～約６０重量％の量で少なくとも１種類の樹脂を含む
、請求項１～１３のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１種類の樹脂が、前記ホモポリマーによって実質的に生成される、請求
項１～１４のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１６】
　前記樹脂又は前記樹脂状ポリマーが、少なくとも１種類の天然樹脂、少なくとも１種類
の合成樹脂、又はそれらの任意の組み合わせを含む、請求項１～１５のいずれか１項に記
載の非粘着性チューインガム。
【請求項１７】
　前記チューインガムの約０．５重量％～約７０重量％の量で前記少なくとも１種類のエ
ラストマーを含む、請求項１～１６のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１８】
　前記少なくとも１種類のエラストマーが、ブタジエン－スチレン、イソブチレン－イソ
プレン、ポリイソブチレン、ポリイソプレン又はそれらの任意の組み合わせを含む、請求
項１～１７のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項１９】
　前記少なくとも１種類のエラストマーが生分解性である、請求項１～１８のいずれか１
項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２０】
　前記少なくとも１種類のエラストマーがポリエステルを含む、請求項１～１９のいずれ
か１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２１】
　前記少なくとも１種類のエラストマーが、環状モノマーの開環重合によって得られる、
請求項１～２０のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２２】
　前記少なくとも１種類のエラストマーが、少なくとも１種類の二官能性アルコール若し
くは多官能性アルコール又はそれらの誘導体と、少なくとも１種類の二官能性カルボン酸
若しくは多官能性カルボン酸又はそれらの誘導体との重合によって得られる、請求項１～
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２１のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２３】
　約５００～６０，０００ｇ／ｍｏｌ（Ｍｎ）の平均分子量を有する樹脂と、約３０，０
００ｇ／ｍｏｌ～１，０００，０００ｇ／ｍｏｌ（Ｍｎ）の平均分子量を有するエラスト
マーとの重量比が、約１：５～２０：１の範囲内である、請求項１～２２のいずれか１項
に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２４】
　前記チューインガムの総重量に基づき、０．０１重量％～約２５重量％の量で風味(fla
vor)を含む、請求項１～２３のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２５】
　前記チューインガムが、約２重量％～１５重量％のシロップ配合物で調製され、該シロ
ップ配合物が、約２５％～４５％のグリセリンと、約５５％～７５％の水添デンプン加水
分解物とを含む、請求項１～２４のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２６】
　前記シロップ配合物が、水添デンプン加水分解物及び水と共に混合したグリセリンを同
時に蒸発させた配合物から成る、請求項１～２５のいずれか１項に記載の非粘着性チュー
インガム。
【請求項２７】
　前記チューインガムの約０重量％～約２０重量％の量で少なくとも１種類の軟化剤を含
む、請求項１～２６のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２８】
　乳化剤の量が、前記チューインガムの０重量％～１８重量％の範囲である、請求項１～
２７のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項２９】
　前記甘味料が、バルク甘味料、高度甘味料、及びそれらの組み合わせから成る群から選
択される、請求項１～２８のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３０】
　糖を含む、請求項１～２９のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３１】
　糖を含まない、請求項１～２９のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３２】
　前記バルク甘味料が、前記チューインガムの約５重量％～約９５重量％の量を構成する
、請求項１～３１のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３３】
　前記チューインガムの約０重量％～約１．２重量％の量で高度甘味料を含む、請求項１
～３２のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３４】
　前記チューインガムの約０重量％～約５０重量％の量で充填剤を含む、請求項１～３３
のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３５】
　前記チューインガム成分が活性成分を含む、請求項１～３４のいずれか１項に記載の非
粘着性チューインガム。
【請求項３６】
　ハードコーティング、ソフトコーティング及び食用皮膜コーティングから成る群から選
択される外部コーティングで被覆される、請求項１～３５のいずれか１項に記載の非粘着
性チューインガム。
【請求項３７】
　蝋を含まない、請求項１～３６のいずれか１項に記載の非粘着性チューインガム。
【請求項３８】
　タブレット成形によって製造される、請求項１～３７のいずれか１項に記載の非粘着性
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チューインガム。
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